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エコ効率指標による活動評価�

環境活動の�
指標評価�

環 境 報 告�

「エコ効率指標」を独自に設定し、�

環境活動の成果を�

自己評価しています�

　コクヨグループでは、財務業績と環境保全効

果を総合的に評価できる指標として、独自の「エ

コ効率指標」を定めています。この指標は「一定

の環境負荷に対する、製品やサービスの社会へ

の提供度合い」を示すもので、次の4項目を対象

にしています。�

1. CO2の排出量�

2. 廃棄物の最終処分量�

3. PRTR法対象化学物質の使用量�

4. 水の使用量�

　各指標は、2000年度を基準にすることで、年

度ごとの進捗状況を把握できます。�

　2009年度は、売上の減少により、各項目とも

数値が悪化しています。また、一般廃棄物のリサ

イクル量の精度向上（取扱基準の徹底）をした

ため、過年度に遡って最終処分量を修正してい

ます。�

�

統合的な環境負荷の推移を�
把握しています�
～JEPIXによる評価�

　コクヨグループは、種類の異なる環境負荷について統

合的に把握するために、JEPIXの簡易算出シートによって

一元的に換算し、分析・評価しています。�

　2009年度は、温室効果ガスが大きく改善されています

が生産減による影響が大きいと考えられます。廃棄物につ

いては、ゼロエミを達成した事業所が増えるなどリサイクル

が進み改善傾向が見られます。�

�

■JEPIXについて�

　JEPIX（環境政策優先度指数日本版）とは、温室効果

ガスや有害大気汚染物質など種類の異なる環境負荷の

量を、環境影響ポイント（EIP）と呼ばれる単一指標として

数値化する手法です。環境影響ポイントは、環境負荷物

質ごとに「環境負荷量」に「日本の環境政策目標と実際

の排出量比率から算出した統合化係数（エコファクター）」

を掛けて、それらを合計することで算出します。�

環境影響ポイント（EIP）=Σ（環境負荷量×エコファクター）�

注：「CSR報告書2010」で開
示している当社の環境負
荷のうち、JEPIX簡易算
出シートにある環境負荷
のEIPを算出。JEPIXは日
本国内の環境負荷を対
象としていますが、一部海
外連結子会社の数字も
含めてEIPを算出しました。�当年度（売上高／各環境負荷量データ）�

エコ効率指標＝―――――――――――――――�
基準年度（売上高／各環境負荷量データ）�

�

■環境影響ポイント�
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■エコ効率指標�

25 26

独自に設定した「エコ効率指標」により、単に環境負荷量を表
示するだけでなく、財務業績（売上高）と環境負荷を総合的に
評価できる仕組みとなっている。また、グラフでその推移が示さ
れており、CO2、廃棄物、化学物質、水についてそれぞれの
進捗状況を一目で把握することができる。

製造業/その他製造業

「コクヨグループCSR報告書2010」

環境指標

コクヨ株式会社

日本の森林が放置され荒廃している中で、国産材の取扱量を
増加させるべく2012年度の数値目標を設定している。また、
海外からの輸入木材についても森林認証材の使用量増加に
関する定量目標を設定し、持続可能な森林資源の利用に取り
組んでいる。

目標に対する進捗度合いも開示しており、森林資源の持続可
能な利用についての取り組みが読者にわかりやすく伝えられて
いる。

建設業/総合工事業・職別工事業・設備工事業

「環境・社会報告書2010」

生物多様性

住友林業株式会社
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「環境マネジメント等の環境経営に関する状況」を表す情報・指標

経済性報告、環境会計、外部経済効果が見開きページでまと
められ、廃棄物の処理、金属リサイクル、フロン・代替フロン
の破壊による外部経済効果が算出・公表されている。現在は

財務情報と環境会計や外部経済効果との明確な関連付けは
なされていないものの、企業として環境を経営の一部として管
理する姿勢がうかがえる。

製造業/非鉄金属

「DOWA　CSR報告書　2010」

環境会計

DOWAホールディングス株式会社
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　日本興亜保険グループは、中期ビジョンの四本柱の筆頭に「社
会への貢献」を掲げ、すべての企業活動において環境問題などの
社会的課題を踏まえた対応を行うこととしています。自社の活動

事業の川上から川下まで

■事業活動に伴う環境負荷の全体像と当グループの環境保全取組み

－循環型社会形成のためのサプライチェーンマネジメント－

だけではなく、環境に配慮した購買や商品・サービスの提供、投融
資の実施により、サプライチェーン全体での環境負荷の低減に努
めています。

原材料メーカー等
グリーン購入の推進
を通して環境への配
慮を間接的に支援

原材料メーカー等
グリーン購入の推進
を通して環境への配
慮を間接的に支援

原材料メーカー等
エコマテリアルの活
用を通して環境への
配慮を間接的に支援

消耗品・什器備品
等の販売業者

グリーン購入を推進

データセンタ
外注業者

修理業者

日本興亜保険
グループ

環境への配慮を要請
・エコパーツの活用
など環境にやさし
い修理を支援
・屋上緑化、エコ対策
費用をお支払い 

お客様
・環境配慮型の商品・サー
ビスや環境配慮行動を支
援する商品・サービスを
提供
・家庭から排出されるCO2
の一部をオフセットする
商品・サービスを提供

エコ・アクション・ポイント
を進呈する商品を提供
エコ安全ドライブの普及
活動を推進
ＩＳＯ等の環境認証取得割
引を導入
CO2等の削減を支援す
るサービスを提供
ＩＳＯ認証取得支援やグ
リーン経営認証取得支援
サービス等を提供投融資先

社会・環境に配慮し
た投融資の実施

保険代理店
・チャレンジ・Eco代
理店制度など環境
にやさしい保険募
集活動を支援
・環境配慮型の商品・
サービスを推奨

エネルギーの使用
（オフィス、社有車）

間接的な排出
（営業・出張、宿泊、通勤、

転勤、廃棄など）

印刷業者
製紙メーカー

グリーン購入を推進、
ペーパーレス化を推進

建設業者
（資本設備）
エコマテリアル活用、
省エネ効果の高い設
備を導入

電力・熱供給業者
省エネの推進、再生可
能エネルギーの使用

省エネ、省資源の推進
カーボンニュートラル宣言

物流業者・郵便事業者 効率的な物流体制を構築、モーダルシフトを推進、ペーパーレス化による輸送量を削減

「気候変動が事業に及ぼす財務上のリスク・機会」と題して、
気候変動が経営に与える財務上の影響について記載してい
る。投資判断に資する環境情報の財務的側面の開示の切り
口として先進的である。

製造業/ゴム製品

「CSR REPORT 2010」

財務上の影響

横浜ゴム株式会社

損害保険業の事業特性を踏まえて、環境負荷の全体像が上
流の原材料メーカーから下流のお客様にいたるまでの流れとし
てわかりやすく図示されている。また、各段階での関係者を明
示しつつ、彼らとの関係において何を実践すべきかが明確か
つ簡潔に示されている。非製造業（特に金融業）の環境側面
におけるサプライチェーンマネジメントの基本的な考え方を示す
好例である。

金融・保険業/保険業

「日本興亜保険グループCSRレポート2010」

サプライチェーンマネジメント

日本興亜損害保険株式会社

EMS活動の重点課題の1つとして「資源循環・有効利用」
を挙げ、広域認定を受けたメーカーによる部材のリサイクル
活動をサポートすることを、自社の工事現場のゼロエミッショ
ン活動と結びつけて解説している。さらに品目別の実績を回
収量（t）などで開示しており、建設業のサプライチェーンマネ
ジメントの一環とも考えられる。対象とする品目を着実に拡
げていくことで、良質な資材リサイクルを実現する制度として
注目したい。

建設業/総合工事業・職別工事業・設備工事業

「鹿島CSR報告書2010」

サプライチェーンマネジメント

鹿島建設株式会社
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DENSO CSR REPORT 2010 53

環 境 報 告

環 境 経 営（ エコマネジメント）

ISO14001環境監査と「エコ診断」
環境マネジメントシステムのPDCAサイクルの中で、継続的

な活動改善や環境データの信頼性を点検するのが、内部

監査と外部審査です。デンソーでは、内部監査で約400

項目を点検する自己監査とともに、事業所が互いにチェック

する監査により精度の向上を図っています。

また、監査と同時に新たな課題の抽出やベストプラクティス

（優秀事例）の拡大展開を図る独自の「エコ診断」を実施し、

事例を社内イントラネットで共有して活動のレベルアップ

につなげています。

◎環境事故・苦情など （件）

法令違反
罰金・訴訟
事故
苦情

区　分

※ 冷却塔ファン騒音に対する苦情があり対策処理済

（株）デンソー 国内グループ 海外グループ
0
0
0
  1※

0
0
0
0

0
0
0
0

日常点検・監視測定（自主基準値）・
保守・緊急時対応訓練

リスク設備／作業の評価・抽出
リスク処理の状況調査・チェック

◎環境リスク管理体制
維 持 管 理

環境測定に関わる
点検調査

リ ス ク 分 析

リ ス ク 処 理

事 故 発 生 緊急時対応 情報把握／報告
情報公開・届け出 再発防止措置

日常点検・監視測定（自主基準値）・
保守・緊急時対応訓練

ハード面の対策（設備施設導入）
ソフト面の対策（作業手順徹底）

未
然
防
止

危
機
の

最
小
化

◎ISO14001環境監査結果［（株）デンソー］

外部審査

内部監査

不適合（軽微な指摘）
観察事項
改善指導
改善アドバイス

件　数
2件
36件
19件
86件

※

内部監査員（延べ人数） 147名

監査対象（12事業所）

※マネジメントレビュー（経営層による見直し）のインプット情報の提案の仕方に改善の
余地がある。

海外拠点ＤＭＧＺ〔中国〕の監査 クリーンルーム薬品漏洩の緊急対応訓練

13／13社 14社

10社 定期化（各社）

21社

生産40社で
診断完了

05年開始 グローバル展開
（環境負荷の高い拠点）

グローバル展開（全生産拠点）
～グローバルQC診断（各社：3年に一度）と統合

◎グループ相互環境監査・改善活動の展開
07年 08年～06年 10年09年

〈北米〉（全10社）

9社
11/11社〈中国〉

（全10社）
〈日欧亜他〉
（全44社）

10年までに64社完了

　環境リスクマネジメント

環境リスクへの対応
デンソーは、事業所の立地条件や事業内容から想定され

る環境リスク（環境事故・汚染・法令違反など）を特定し、

未然防止とリスクの最小化に取り組んでいます。特に、自主

基準を超える排水･排出ガス、油・化学物質の漏えい事故、

土壌・地下水汚染、騒音など近隣からの苦情については、

①異常を発生させない ②万一発生した場合は被害の最小

化と確実な情報開示を方針に、日常点検・監視測定ととも

に、毎年、緊急対応訓練を行っています。そして、リスクマネ

ジメントの推進にあたっては、各国・地域の環境法規制

より、厳しい独自の基準を設定し、国内外の環境管理に

適用しています。

2009年度は、グローバルQC診断の第2ステップとなる

2巡回目と連動した「グループ相互環境監査」を開始し、

13社の不具合を顕在化しました。また、法規制値の超

過、苦情・事故に関する結果は下表の通りで、いずれも是正

措置を完了しています。なお、国内外とも罰金･科料はなく、

環境に関する訴訟はありませんでした。

CSR関連リスクマネジメント

　経済のグローバル化、情報化および企業の社会的責任に
対する意識の高まりなどにより、企業のビジネスチャンスと
リスクはますます多様化し増大しています。この状況を踏ま
え、当社では社会情勢やビジネスモデルの変化に的確に対
応し、定量および定性の双方から総合的にリスクを管理す
るため、環境・社会・ガバナンスなどに関連する定性リスクの
高い4つの事業領域を「特定事業」と定め、「特定事業管理
制度」に則り慎重な事業推進を図っています。具体的には、
新規に開始する案件につき社内審査を行い、必要に応じて
「CSR推進委員会」や「環境諮問委員会」「メディカル・ヘル
スケア・バイオ倫理委員会」より、案件の推進可否と良質化
に関する答申を受け、最終的に代表取締役による稟議決裁
をもって推進可否を決定しています。「環境諮問委員会」の
委員は、地球温暖化、環境修復、水・エネルギー等の環境施
策、技術動向に幅広い知見を有する社外有識者や弁護士な
どを中心に、「メディカル・ヘルスケア・バイオ倫理委員会」

の委員は、医薬・保健・バイオ倫理分野に詳しく、薬事行政
などにも知見を有する社外有識者や弁護士などを中心に選
定しています。
　2009年度は、133件の個別案件について「特定事業」
に該当するか否かの判定を行い、その結果該当すると判定
された57件の案件について、同制度に則り個別に社内の審
査を行いました。内訳は、「環境関連事業」が8案件、
「R&D型製造業」が1案件、「公共性の高い事業」が39案
件、「環境関連事業」と「公共性の高い事業」の双方に該当
する案件が9案件で、「バイオ倫理関連事業」に該当する案
件はありませんでした。
　また、公共性が高く、プロセスの透明性が求められる
ODA商内については、「ODA商内管理制度」に基づき、
必要に応じて「ODA案件審議会」で審議の上、適切なリス
ク管理を行っています。

特定事業管理制度対象の4つの事業領域

事業領域

審査のポイント

4事業共通 ● 事業そのものの意義、社会的価値
● 当社がその事業を行うことの意義

1

環境関連事業
環境に密接に関与する商品を第三者への製造委託を含めて製
造・販売する事業および環境を事業目的にする事業全般
【例】  CDM事業（クリーン開発メカニズム事業）、バイオマス利

用事業、リサイクル事業、排水処理事業など

● 当該事業による環境および社会への貢献
● 付帯する環境負荷への対応策、安全の確保
●  開発事業の場合、現地住民をはじめとする関係者への配慮と
理解の取り付け

● 環境法令・指針との整合性など

2

R&D型製造業
新技術・新事業の開発を伴うR&D型事業で、第三者への製造
委託を含めた商品の製造・販売を行う事業全般
【例】 医療機器の開発・製造など

●  技術の実現性の審査
●  性能・品質保証の管理体制確認など

3

バイオ倫理関連事業
ヒトゲノム・遺伝子解析・遺伝子組み換えなどに関する技術開
発、またはこれらの技術を利用した商品に関する事業
【例】遺伝子解析技術を応用した新薬開発など

●  三省指針（ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針：文
科省・厚労省・経産省）に基づく倫理審査

●  研究現場の倫理委員会での承認、インフォームドコンセントの
取得など、プロセスの確認など

4

公共性の高い事業
内外官公庁などから直接あるいは間接的に補助金を受けるな
ど公共性の高い事業および公序良俗・当社経営理念・その他
CSR関連事項に抵触するリスクの高い案件
【例】 補助金などの交付を受ける事業、パブリックビジネス（PFI、

指定管理者制度、市場化テストなどに基づく事業）、地域
独占性の高い事業（公共交通機関など）、メディカル・ヘル
スケア分野で公共性の高い事業（シニアリビング事業、調
剤薬局事業）など

●  当社経営理念に照らした評価
●  社会への影響と説明責任、プロセスの透明性の確保
●  ステークホルダーの利害の把握、それに対する配慮、対応
●  中長期にわたる公益性の高い事業の事業者としての責任と対
応能力

16三井物産株式会社

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環境リスクへの考え方や対応方法、また海外も含めたグルー
プ全体での展開が具体的に記載されている。環境リスクの管
理手順やグループ相互環境監査による評価体制、訓練の様
子や環境事故・苦情等の状況と対応などがわかりやすい。

製造業/自動車製造業

「CSRレポート2010」

リスクマネジメント

株式会社デンソー

CSR関連リスクについて、定量および定性の双方から総合的
に管理することを目指している。特に、「環境関連事業」「R&D
型製造業」「バイオ倫理関連事業」「公共性の高い事業」の4

つの事業領域を「特定事業」と定め、「特定事業管理制度」
に則り慎重なリスクマネジメントを行っていることは、その見える
化とシステム化につながっている。

流通業（卸売業）/商社

「CSRレポート2010」

リスクマネジメント

三井物産株式会社
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「環境マネジメント等の環境経営に関する状況」を表す情報・指標「環境マネジメント等の環境経営に関する状況」を表す情報・指標

購入のきっかけ
担当営業マンより紹介され、一方で同業
の友人（コマツシンパ、5台所有してい
るがハイブリッド機は無し）から勧めら
れた。
購入時に重視していた性能
燃費、操作性能
上記性能は期待通りでしたか？
燃費には満足している。まだ 3日間しか
使用していないので、他はなんとも言え
ない。
その他ユーザコメント
中古の 12トンクラスの油圧ショベルを
2台使用し日本製のコマツ建設機械の性
能（特に耐久性）に満足した。今回クラス
は全く違うが、友人の紹介もありハイブ
リッド購入を決断した。

購入のきっかけ
担当営業マンより紹介され、展示会にて
実機を見て
購入時に重視していた性能
燃費、燃料あたり作業量、環境保護
上記性能は期待通りでしたか？
今のところ期待通り
その他ユーザコメント
燃費に関しては、PC200-8通常機を使
用したことがないので単純比較できな
いが、かなり低いと思う。中国製新車も日
本製中古車も購入したが、日本で製造さ
れた建設機械のほうが中国製より耐久
性が高い。これは、中古の 12トンクラス
の油圧ショベル（日本製）と 13トンクラ
スの油圧ショベル（中国製）を実際に使用
して実感した。今回は、価格が高くても日
本製（ただしベースマシーンが日本製）の
方が壊れにくいから中国製PC200-8通
常機ではなくPC200-8ハイブリッドを
購入した。

「現場では建設機械は朝から夕方まで
動き続けているから、燃費がいいことが
機種選びの必須条件と考えています。
PC200ハイブリッドはまさにベスト
マッチでした。」と導入の理由をお話し
いただいた。実際の操作性に関しては
「従来機に比べてエンジン音が小さいの
で身体への負担が減りました。パワーの
出方も慣れれば問題ありません。」
「どんな企業でも環境問題への取り組
みは当たり前になっているのに、建設現
場では具体的な環境対策まで踏み込めて
いないのが現状です。それを打破するハ
イブリッドに大きな期待をしています。」

■PC200-8E＊（1台目）
燃費削減効果：▲ 35％
時間当たり燃料消費量：10.8ℓ/h
期間：09年 4月～ 10年 3月
期間稼働時間：1990h
■PC200-8E＊（2台目）
燃費削減効果：▲ 40％
時間当たり燃料消費量：10.0ℓ/h
期間：09年 4月～ 10年 3月
期間稼働時間：1242h
■従来機（PC200-8N1）の燃費：16.6ℓ/h

CHINA

現場：広東省清遠市仏岡
李　揚明 さん

稼働現場： 別荘地開発、レスト
ランの駐車場整地

納 入 日：2010年4月1日

CHINA

現場：広東省清遠市仏岡
黄　榕海 さん

稼働現場： 赤土掘削、および石垣
建設のための岩石運搬

納 入 日：2010年4月9日

JAPAN

株式会社　トシマ
代表取締役社長
谷口　寿保 さん

①作業機操作＋旋回起動時 ②作業機操作＋旋回減速
 エンジンによる駆動
 電気による駆動
 エネルギー回生

環
境
活
動
報
告
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購入のきっかけ
担当営業マンより紹介
の友人（コマツシンパ
るがハイブリッド機
れた。
購入時に重視していいた
燃費、操作性能
上記性能は期待通通りで
燃費には満足している
使用していないので、
ない。
その他ユーザコメンン
中古の 12トンクラス
2台使用し日本製のコ
能（特に耐久性）に満足
は全く違うが、友人の
リッド購入を決断した

購入のきっかけ
担当営業マンより紹介され、展示会にて
実機を見て
購入時に重視していた性能
燃費、燃料あたり作業量、環境保護
上記性能は期待通りでしたか？
今のところ期待通り
その他ユーザコメント
燃費に関しては、PC200-8通常機を使
用したことがないので単純比較できな
いが、かなり低いと思う。中国製新車も日
本製中古車も購入したが、日本で製造さ
れた建設機械のほうが中国製より耐久
性が高い。これは、中古の 12トンクラス
の油圧ショベル（日本製）と 13トンクラ
スの油圧ショベル（中国製）を実際に使用
して実感した。今回は、価格が高くても日
本製（ただしベースマシーンが日本製）の
方が壊れにくいから中国製PC200-8通
常機ではなくPC200-8ハイブリッドを
購入した。

「現場では建設機械は朝から夕方まで
動き続けているから、燃費がいいことが
機種選びの必須条件と考えています。
PC200ハイブリッドはまさにベスト
マッチでした。」と導入の理由をお話し
いただいた。実際の操作性に関しては
「従来機に比べてエンジン音が小さいの
で身体への負担が減りました。パワーの
出方も慣れれば問題ありません。」
「どんな企業でも環境問題への取り組
みは当たり前になっているのに、建設現
場では具体的な環境対策まで踏み込めて
いないのが現状です。それを打破するハ
イブリッドに大きな期待をしています。」

■PC200-8E＊（1台目）
燃費削減効果：▲ 35％
時間当たり燃料消費量：10.8ℓ/h
期間：09年 4月～ 10年 3月
期間稼働時間：1990h
■PC200-8E＊（2台目）
燃費削減効果：▲ 40％
時間当たり燃料消費量：10.0ℓ/h
期間：09年 4月～ 10年 3月
期間稼働時間：1242h
■従来機（PC200-8N1）の燃費：16.6ℓ/h

①作業機操作＋旋回起動時 ②作業機操作＋旋回減速

Special Story 1

長野県小諸市の優良農地の中心で“フ
ジ式直壁型最終処分場”を営むお客さま
では、PC200ハイブリッドの導入に際
して「購入は即決でした。私たちにとって
環境にいい建設機械を使うのは当たり
前、廃棄物処理業者の義務だと思ってい
ますから。」と語っている。
ハイブリッドの効果については「燃料

代が大幅に削減できたことは事実。で
も、そのことによってCO2の排出を大幅
に削減できたことのほうが重要なんで
す。」と環境への貢献を力強くお話しい
ただいた。

■PC200-8E＊

燃費削減効果：▲ 37％
時間当たり燃料消費量：9.5ℓ/h
期間：09年 9月～ 10年 3月
期間稼働時間：514h
■従来機（PC200LC-8N1）の燃費：15.0ℓ/h

＊：PC200-8E　ハイブリッド

四国横断自動車道改良工事の現場で
は、「稼働は 1日 8時間程度、1時間あた
り11ℓの燃料使用量で、従来機（他社）に比
べて 40％近い燃費の削減効果になってい
る（他社機では毎日給油、ハイブリッドは
2・3日に 1度給油）。操作性に関しては、当
初静かなエンジン音に違和感を感じたが
すぐに慣れた。」
導入に際しては「稼働コスト（燃料低減

効果）のことも考えたが、環境に対する負荷
を少しでも低減できる選択をしたかった。」
「大きな機械を使う工事をしていても、周
辺の環境に大きなインパクトを与えず、地球
や環境そのものに同化してしまうことをめ
ざしたい。良いも悪いも何も感じないのが
一番いい状態。その意味でもハイブリッドが
より多く稼働する状況になればいいと思う。」

■PC200-8E＊

燃費削減効果：▲ 39％
時間当たり燃料消費量：11.0ℓ/h
期間：09年 8月～ 10年 3月
期間稼働時間：683h
■従来機（他社機）の燃費：18.0ℓ/h
他社機 19台保有

建設機械のハイブリッドを世界に先駆

けて国内販売を始めたのが 2008年。

2009年には、中国、米国などに販売

を始めました。

そこで、今回のSpecial Storyは

PC200-8ハイブリッド ユー

ザーの皆さまに“生の声”

をお聞きしました。

PC200-8
ハイブリッド

お客さまの声 

コマツの
気候変動対応

JAPAN

株式会社　浅田組
代表取締役社長
浅田　春雄 さん

JAPAN

株式会社フジコーポレーション
取締役会長
山口　藤吉郎 さん
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PC200-8ハイブリッドの
効果実例データ

5

製品のCO2削減効果に関して国内外のお客様のコメントを掲
載している。製品の環境性能をお客様サイドでの環境負荷削
減という形で表明してもらうことで、独特のコミュニケーションを
図っている。

製造業/その他製造業

「コマツ 環境社会報告書 2010」

コミュニケーション

株式会社 小松製作所

前年度の「INAX Corporate Report 2009」に記載されたさ
まざまな提言に対するその後の対応や、寄せられたアンケート
の内容などについて、大きくページを割いて丁寧に説明してい
る。

製造業/その他製造業

「INAX Corporate Report 2010」

コミュニケーション

株式会社 INAX
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「環境マネジメント等の環境経営に関する状況」を表す情報・指標「環境マネジメント等の環境経営に関する状況」を表す情報・指標

■　ユーザビリティ検証施設での取り組み
　東京の「ヒューマンリサーチラボ」、大阪の「PUL（パル：
Packaging Usability Laboratory）」の両施設では、パッ

ケージ評価だけにと

どまらず、生活者の

消費行動全体を科

学的に分析する手

法の開発を進めてい

ます。

■　生活産業分野の取り組み
　日々生活者が手にとって使用する包装材、DNPではその
開発を行うパッケージ部門が中心となり、UDに取り組んで
きました。商品を購入する際には、中身はもちろんのこと、

パッケージも高品質であることが強く求められます。より魅

力的で使いやすいパッケージの開発をめざし、表示やデザ

イン、包装設計を行っています。また、外部団体のプロジェ

クトへの社員参加を通じ、知見を積むとともに、社会での

UD推進にも積極的に参画しています。
事例☞ 視力の弱い子どものための拡大教科書

■　情報コミュニケーション分野の取り組み
　目にやさしく読みやすい書体として長年使用されてきた

DNPオリジナル書体「秀英体」を、より多くの方に利用しても
らうため、積極的に社外へのライセンス提供を行いました。

2009年11月からは株式会社モリサワのフォント製品として
発売され、さらに普及していくことが期待されています。

　デジタルコンテンツを制作しているDNPデジタルコムで
は、得意先企業のWebサイトをさまざまな視点から評価、

改善する「GOGOデザインリ
ニューアルパック」サービスを

開始しました。アイトラッキ

ングやカラーイメージ分析を

通じて、わかりやすく、伝わる

表現へと改善しています。

アイトラッキング　視線解析システムを使用し、ユーザーがページ上の「どの
場所・領域」を、「どのくらいの時間」「どのような経路」で注視し、「どうクリッ
クするか」を計測することで、Webサイトの使われ方を分析するもの。

事業活動におけるUDへの取り組み　●＋ 関連情報

ユ
ニ

ステークホルダーからのご意見 アクセシビリティリーダー育成協議会 副会長 ／ 広島大学大学院 総合科学研究科 教授　佐野（藤田） 眞理子 氏

当協議会は、課程教育・資格認定・インターンシップ・研修
合宿をパッケージ化した「アクセシビリティリーダー育成
プログラム（ALP）」 を、全国の大学・企業・地域で実施し、
アクセシビリティリーダーの育成を推進することをめざし
ています。
2010年3月のアクセシビリティリーダーキャンプでは、
DNPが受け入れ企業として、ヒューマンリサーチラボを中

心とした先駆的で素晴らしいUDの取り組みと評価方法を
ご紹介くださいました。参加した学生は、貴重な経験、大
いなる刺激と希望を得ることができ、やがてこの経験を社
会のUD化に活かしてくれることでしょう。DNPのさらな
るご活躍とご発展を祈念いたします。 

「GOGOデザインリニューアルパック」

ヒューマンリサーチラボ
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リッアートとの触れ合いの拡大

　2006年からフランス・ルーヴル美術館との共同プロジェク
ト 「ルーヴル - DNP ミュージアムラボ」をDNP五反田ビル
に設置しています。ルーヴル美術館の所蔵作品を展示す

るとともに、日仏スタッフが対話を重ね、マルチメディアを

活用した新しい鑑賞方法を探求しています。

　2003年には、日常生活でのアートとの触れ合い拡大をめ
ざし、銀座に「メゾン・デ・ミュゼ・ド・フランス（MMF）」を開
設。フランスのミュージアム情報やアートグッズを提供して

います。

　またWebマガジン「artscapeアートスケープ」 では、日本
全国のミュージアムや展覧会情報のほか、研究者や評論家

等のさまざまな視点や論点を日本語と英語で配信しています。

感性豊かな人づくり
　創発的社会の主役は、多様な価値観を理解し「対話す
る文化」を尊重する、一人ひとりの個人です。このための

人づくりを、文化活動を通じてDNPグループの社員を起
点に実践しています。より多くの感性豊かな社員が、積

極的に自分の周囲や地域社会と交流し、「対話する文化」

を伝え・育んでいくことは、やがて社会にこれを形成し、

創発的社会を促進するための礎となる、と考えます。

　感性豊かな個人が増えることをめざし、「対話する文

化」 を培うための 「機会」や「場」、推進する「人材」を社
会に提供しています。

ステークホルダーからのご意見 公益法人 東京都歴史文化財団 東京文化発信プロジェクト室　地域文化交流推進担当課長 ／ 「東京アートポイント計画」 ディレクター　森 司 氏

DNPは、グラフィックデザインから始まり、アート全般にま
つわるさまざまな情報を発信しています。展覧会というス
タイルを使うこともあれば、Webのようなメディアもあり
ます。それは、豊かな生活をわれわれにもたらすと同時に、
新しい時代の認識の仕方や問題意識を呼び起こす契機にも
なるものです。人の感性を豊かにするという意味で、デザ
インは物事を美しく見せる方法ですが、アートは乗り越えな

ければならないこと、気づかなければならないことを人に
見せてくれます。さらにそれらを乗り越えるための方法も
教えてくれます。そういう意味で、アートは先行きの見えな
い時代の羅針盤です。DNPがそうしたことを、持続的に社
会に提供しているということに対して、エールを送りたいと
思います。 
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アートとの触れ合いの拡大
2006年からフランス・ルーヴル美術館との共同プロジェク

ト「ルーヴル - DNPミュージアムラボ」をDNP五反田ビル
に設置しています。ルーヴル美術館の所蔵作品を展示す

るとともに、日仏スタッフが対話を重ね、マルチメディアを

活用した新しい鑑賞方法を探求しています。

2003年には、日常生活でのアートとの触れ合い拡大をめ
ざし、銀座に「メゾン・デ・ミュゼ・ド・フランス（MMF）」を開
設。フランスのミュージアム情報やアートグッズを提供して

います。

またWebマガジン「artscapeアートスケープ」では、日本
全国のミュージアムや展覧会情報のほか、研究者や評論家

等のさまざまな視点や論点を日本語と英語で配信しています。

感性豊かな人づくり
創発的社会の主役は、多様な価値観を理解し「対話す

る文化」を尊重する、一人ひとりの個人です。このための

人づくりを、文化活動を通じてDNPグループの社員を起
点に実践しています。より多くの感性豊かな社員が、積

極的に自分の周囲や地域社会と交流し、「対話する文化」

を伝え・育んでいくことは、やがて社会にこれを形成し、

創発的社会を促進するための礎となる、と考えます。

　感性豊かな個人が増えることをめざし、「対話する文

化」を培うための「機会」や「場」、推進する「人材」を社

会に提供しています。

　DNPグループは、紙の利用にあたっては再生紙の利用だけでなく、いかに持
続可能な森林管理に貢献できるか、という視点で調達を推進し、製品の開発に

充てるだけでなく、お客様にもご理解いただけるように努めています。すでに

グリーン購入の一環として、「森の町内会－間伐に寄与する紙－」の使用をはじ
め、間伐材の利用促進にも力を入れています。

　DNPグループは、FSC/CoCやPEFC/CoCの認証取得、対象製品の拡販にも
取り組んでおり、お客様にも積極的に対象製品の使用を提案しています。また、

森林認証された印刷製品を製造する際はその認証基準を遵守し、FSCミックス品
に使用される非認証木材が「管理された木材」であることの確認を行っています。

　DNPは、1876年（明治9年）秀英舎として創業し、その10年後の1886年、現
在の新宿区市谷加賀町に工場を建設、以来120年余にわたり、この地を日本の
出版文化を支える拠点としてきました。

DNPグループは、事業ビジョンとして掲げる「P&Iソリューション」をより一層

森林認証紙　●＋ 関連情報
健全な森からの木材・木材製品の流通・調達を推進

「市谷の森」開発計画
緑地を整備し、さまざまな機能を有する空間を創出

大日本商事では、環境配慮製品として大阪淀
川・鵜殿ヨシ原のヨシを原料とした「ヨシ紙」を
販売しています。ヨシは、土中・水中から多く
の窒素・リンなどを吸い上げて、水質を浄化す
る機能を持ちます。しかし、放置し枯れてしま
うと、せっかく吸収した窒素やリンが再び河川
に流れ出てしまうため、窒素やリンを吸い上げ
たヨシを刈り取り、利用することが環境保全に
役立ちます。また、鵜殿ヨシ原には多くの生物
が生息しており、刈り取りなどヨシ原の状態を
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上からヨシ紙製品、ヨシ原の刈り取り作業
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事例☞ ヨシ紙の販売

ステークホルダーからのご意見 株式会社レスポンスアビリティ 代表取締役　理学博士　足立 直樹 氏

DNPグループが、自然共生社会の実現に向けて、生物多様
性の保全を特に重要な課題として捉え、積極的な内容の宣
言を行ったことを高く評価したいと思います。これはDNP
グループが、紙という森林資源と特に関係の深い事業を
行っていることを自覚してのことでしょう。
さらに、本業に直結した課題として、間伐材の利用促進や
FSC認証紙をお客様に提案するなどして、持続可能な森林管

理に貢献する努力をしています。DNPグループの事業規模
を考えれば、非常に大きな貢献となる可能性を秘めています。
今後は、こうした活動をどこまで量的に拡げられるかが課
題になるでしょう。数値指標を用いた管理を行うなどして
PDCAを回すこと、また宣言のなかにもあるように、すべて
の事業活動において、全社員、サプライヤーと、広範なス
テークホルダーを巻き込むことに期待したいと思います。

　「自らの事業が社会に与える責任の自覚」と「自らの事業で社会を担う責任の自覚」のいずれも真摯に受け止め、さらに持続
可能な社会形成に大きな責任があることを自覚し、『循環型』の事業の特性を活かした産業界への貢献、行政・地域社会・NPO
など様々な関係者との連携、情報の開示への取り組みを通じ広く社会の安心・信頼を得る事業者としてパートナー共々取り組
んで参ります。引き続きご指導、ご鞭撻を賜りますよう何卒お願い申し上げます。

「本業を通じた社会への貢献」

　本報告書は学生団体「EPSA」を通じて受け入れたインターンシップ生の片桐　理沙さん、山中　潤さんに作成のお手伝いい
ただきました。弊社担当スタッフ顔負けの活躍ぶりでしたが、お読みいただいた感想は如何だったでしょうか。このたびの経験
が、ご両名の貴重な学びとなることを祈念しております。
　尚、本年度も英文を含み全て弊社スタッフによる手作りとなっておりますので、稚拙な内容、言葉足らずの部分など至らぬ点
多々あるかと存じますが、ご容赦頂きますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、本報告書を一生懸命作成してくれました弊社スタッフ並びにインターンシップ生の片桐さん、山中さ
んご両名のためにも、忌憚ないご意見などいただきますよう、併せてお願い申し上げます。

「－おわりに－インターンシップの皆さんと一緒に作った報告書」

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  制作スタッフの声  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　インターンシップが始まった当初は、パソコンでおこなう作業や社会人の方と話すこと、
また自分に任された仕事の責任感に慣れず苦労しましたが、社員の方の気遣いや、リヴァッ
クスが持つ明るい雰囲気のおかげで次第に慣れ、良い意味で緊張感を持ちながら、しかし
楽しく、さまざまなことを学ぶことが出来ました。
　またCSR報告書の作成に関して、 リヴァックスの情報開示に対する真摯な姿勢や社会
的責任活動に対する熱心さにとても感銘を受けました。
　今、自分のコミュニケーション能力や文章力の無さに嘆きながら苦労して作ったものが
こうして形になり、非常に嬉しく、達成感を感じています。

インターンシップ生 大阪大学
2年生　山中　潤

　開放的なオフィスで、部署や役職を越えてフランクな人間関係ができ上がっている様子
が印象的でした。
目新しいものばかりで、当初長そうだ…と感じた5ヶ月間のインターンシップは、実際には
あっという間に過ぎてしまいました。
CSR報告書の作成過程には、自分の能力の限界に突き当たって、何度もへこたれそうにな
りましたが、その分思い入れのある作品に仕上がりました。
　リヴァックスの魅力が、ぎゅっと詰まった内容になっています。インターンシップ生 大阪大学

2年生　片桐　理沙

　今年度の報告書の作成にあたって、弊社が何を考え、この一年間で何をしてきたかとい
うことを積極的に載せることで、読む方に弊社のことをより理解していただくことを目的
としました。そのため、今年は、より多くの方に理解してもらうことに重点を置き、できる
だけ容易な言葉使いを心がけ、読みやすくなるよう日本語と英語を別ページにし、文字の
大きさを大きくいたしました。
　そして、本年は、インターンシップ生を受け入れたこともあり、彼女たちにはインタビュー
記事の作成を中心に、製作過程における多くのお手伝いをしていただきました。
　本報告書だけでは伝えきれてないことも多々あるかと思いますが、是非ともご高覧賜り、
忌憚のないご意見を賜れましたら幸甚でございます。

株式会社リヴァックス
CSR推進室　谷口 理保

4

「制作スタッフの声」にあるように、インターンシップ生として受
け入れた女子学生2名が報告書制作スタッフとして参加して
いる。社員などステークホルダーへのインタビューもインターン
シップ生が行うことで、一般の読者に近い視点での質問となり

読む側も興味を持ちやすい。また、インタビューに答える側もわ
かりやすい説明となるよう心がけており、良い効果が現れてい
る。

サービス業/その他サービス業

「CSR報告書2010」

コミュニケーション

株式会社リヴァックス

各テーマの報告ページに、専門家やステークホルダーからのコ
メントを掲載している。そのコメントには会社の姿勢や活動に
対する評価、今後の期待などが含まれ、活動情報の信頼性
を担保する役割とともに読者目線に近い情報として、コミュニ
ケーションの役割も果たす効果がある。

製造業/その他製造業

「DNPグループCSR報告書2010」

コミュニケーション

大日本印刷株式会社
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「環境マネジメント等の環境経営に関する状況」を表す情報・指標

各事業所内の内部監査、本社組織による社内監査、EMS
の第三者機関による審査の3段階方式により、グループ全体
にわたる万全を期した環境監査システムとなっている。また問
題の発生した溶剤漏えいについては、対策を写真入りで開示
しており誠意が伝わる。

製造業/出版・印刷

「TOPPAN CSRレポート2010　トッパンの社会的責任活動報告」

信頼性

凸版印刷株式会社




